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会議の名称 令和７年度第４回 岩舟地域会議 

開催日時 令和７年７月２３日（水）１９時００分 開会  ２０時４１分 閉会 
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１．開 会 

２．あいさつ 

  （１）会長あいさつ 

  （２）実働組織紹介 

３．議 事 

（１）【連絡事項（情報提供）：岩舟地域づくり推進課】 

  ・岩舟小学校自転車安全教室について 

 〈事務局から説明〉 

補足。岩舟小の座学は４～６年生の児童が受け、実技は６年生が全員体験できた。

自転車の乗り方など体験する機会が無いので、今後、この活動をどのようにしたら

良いかという思いで見学した。例えば岩舟小の場合、同じようなパターンで６年生

が実技を体験できれば、毎年継続事業ということで計画していくと、子どもたちは

必ず体験ができる。例えば静和小などは、実技の部分をひと学年かふた学年でやる

のかによって毎年なのか、1年おきか２年おきなのかということで、継続事業として

毎年計画しておいて、学校が選べるような状態にしたらよいと思った。その件に関

して皆さんの意見を伺いたいと思っているがいかがか。 

実技の部分だが、毎年６年生ということだったが、自転車の乗り方で一番危ない

学年がもしあればその学年。３年生頃自転車に乗り始めて公園などに行くようにな

るので、その学年に指導があったらいいのかと思ったがどうか。 

小学校だと、警察の方とかを呼んでの自転車教室を開催している。校庭にライン

を引いて、信号機をを使い交通マナーを中心に教えてくれる。こちらの安全教室は、
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自転車の構造とか特性であるとか乗り方、そういった内容のものなのか。 

先ほど警察の話にあった交通ルールを交えての体験というよりは、乗り方に特化

した実技だった。 

安全ということを考えるならば、乗ることも安全だが、交通安全ということを入

れた方が子どもたちのためになる。継続で頼むのであれば、そういう指導も盛り込

んでいただくとより深まるかと。低学年なんかで対象となるのなら優先していただ

ければありがたいと思う。 

毎年開催していただけると保護者としても安心。 

対象学年ですが、今回、岩舟小の 6年生が大体 50人くらい。ブリッツェンに確認

したところ、大体１限にできる人数は 50人ということだったので、今回 6年生とい

うことにした。6年生に限らず、対象学年を変更することは可能だと思う。 

もし人数が多い学年になった場合は全員ができない、もしくはやらないのか。今

の 3年生が 70人。 

自転車を増やしたりしてやってもらうのは可能かと思う。先ほどの信号を置いた

りするような安全教室は確認をしたいと思う。 

学校側が 2時間毎年取れるのかという部分と、子どもたちの感想を伺いたい。 

子どもたちの感想を岩舟小では聞いていない。静和小と小野寺小は 2 学期以降の

開催。先生に確認したところだと、校長先生と相談して検討しますというような回

答しかいただいてない。今日の会議で話が出たら改めて聞こうとは思っている。 

これを毎年実施となった場合、ブリッツェンの方は協力頂けることは大丈夫か。 

そこは大丈夫だと思う。通常宇都宮市内の学校だと無料でやってくれる。ただ無

料だと人気も高くて順番が回ってこない。多少お金は払うことになるが、継続して

いくことは可能だということは内々で話はいただいている。 

例えば継続事業とした場合、計画を立てるには急がないといけないのか。 

正式な市長への提案は 9 月。事前の締め切りが今月末までに本庁に計画書を提出

しなくてはいけない。 

この自転車はブリッツェンが持ってきて、いつも子供たちがのってるものではな

いのか。 

子供用の自転車と、あとは何台か持ってきた。 

学校の近くにお住いの方には何台か持ってきてもらった。 

テクニックとかなら普段乗りなれてる自分ので行った方がいいのでは。 

確かに普段乗りなれてる自転車の方がいいなという考えはあったが、もし当日が

雨だった場合 6 年生みんなに傘をさして押してきてもらうのが不安だったというの

があり、可能な限りブリッツェンの方に自転車持ってきてもらったところ。 

もし今後継続するのであるば、こんなことも可能なのかと、例えば、中学校でス

ケアードストレイトを 3 年に 1 度やっている。あれは自分で見て、影響あるものだ
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なと実感している。さっきの話ですと、高学年 5 年生 6 年生ですと自分で自転車で

行ったり来たりしている。例えば当然 6 年生は次年度中学生に上がるので、当然自

転車に乗る機会が増える。そういうことを考えると、スケアードストレイトが開催

されるのであれば、各学校 6 年生を何らかの方法で岩舟中の現場で見せて、そんな

に悪影響は無いと思う。自転車教室は例えば 3,4 年生対象で自転車の乗り方を身に

着けた方が継続的な指導的なことを考えると良いのかなと思う。提案です。 

先ほどあったスケアードストレイトを岩中でやる日に集めて、一緒に見せたらど

うかという話を含め、学校の意向というのを確認しないといけない。 

スケアードストレイトは 3年後になってしまう。3年後の時にその用な形が取れる

のか、その時の校長先生や教頭先生に相談することになる。 

今、安全教室を続けるかどうかの話だが、小学校自転車安全教室の目的は何か。

安全な自転車の乗り方ならば、警察を含めてやるのが本来の形だと思う。かっこよ

く乗るのを見せるのは目的じゃないと私は思う。本来の目的をきちんとしないとお

金をただ使うためにやっているように聞こえる。ブリッツェンが栃木県で活動して

るから応援するような目的もあって、やるのかなと思った。そこら辺の所はどうな

のか。 

元々この事業を採択されるきっかけは、前の委員さんの話し合いの中で、小学生

の自転車の乗り方が危ない子が多いという話が元々のきっかけ。 

乗り方が下手だということで、プロの方を呼んで教えていただこうというのが趣

旨なんですね。 

最初に地域の課題として、小学生の自転車の乗り方が危険だというところから始

まり、それを解決するための事業として、ブリッツェンが地域貢献活動として小学

校で教室をやってるからこれを取り入れたらどうかいうことでこの事業が採択され

ることになった経緯になる。 

交通安全教室は交通安全協会でやっているのか。 

多分、それぞれの地域の安協でやってくれている場合も多かった。 

そことブリッツェンのコラボでやったらいいんじゃないか。自転車の乗り方の技

術向上プラス安全を毎年やっていたければ保護者としては安心。 

危なくない自転車の乗り方など話を聞いた。だけど私はこれをやるのなら警察と

一緒にやった方がいいと思う。安全は交通ルールを知って始めて安全なのであって、

その前の段階がなくて、変な乗り方をするからやるというのは本末転倒じゃないか。

小学生には、交差点では車がどのように止まるとか、斜めに渡ってはだめとかそう

いうところじゃないのか。 

お巡りさんだとお金がかからない。地域会議は予算を付けて事業をするのが根本。

お巡りさんの交通安全教室だと地域会議予算を使ってやるものなのかという問題が

出てきてしまう。 



実働Ｂ 

会長 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

学校でも交通安全教室をしているのか。 

学校では歩行者としてどうなのかをお巡りさんを呼んでやっていると思う。自転

車はやってない。ただ、ここで計画するのは、地域予算を使うという前提のもと計

画をしなくてはならない。今回は 1 度見送りをして、もう少し話を詰めて、今後ど

うするのかを学校の意向を聞きつつ、今年度は継続事業として提案をせずに、来年

以降をどのようにするか 2 校やったうえでもう 1 度この話を話題に出してみなさん

と相談したい。今年度は安全教室は継続事業として提案せず、各小学校がやった後、

もう 1度審議をするという形を取らせていただいてよろしいか。 

了承 

他に交通安全教室に関して何かあるか。 

 －なし－ 

（２）地域会議開催日程の変更（案）について 

〈事務局から説明〉 

質問はあるか。 

 －質問等なし－ 

（３）地域課題の検討について 

〈事務局から説明〉 

終了時刻は、8 時 20 分を目安にそれぞれの部会で話し合いを進めていただければ

と思う。 

 

     ～～部会に分かれて検討～～ 

 

会議終了後に地域課題検討シートの提出をお願いしたい。とりまとめた一覧表を

次回の会議でお示しし、担当課の意見を聞きながら事業を絞り込みという作業を今

後行っていきたい。本日は実働組織の皆様に出席をいただき、取りまとめ結果につ

いては文書でお知らせする予定。 

 

（４）その他 

特になし 

４．連絡事項 

（１）次回地域会議   9月 24日（水）19時から 

（２）サマーフェスタ㏌いわふね 2025  8/9（土）17：30～ 

   小野寺ふれあいフェスタ     7/26（土）18：00～ 

 

 

 



別紙 1 

出席者（委員） 

会長  髙久 厚子    副会長  中田 武彦 

委員  青木 則夫    委員  秋本 善司 

委員  安藤 宣好    委員  大阿久 敦 

委員  大森 敦子    委員  上 恭子 

委員  櫻井 英     委員  栃木 光子 

委員  永田 昌弘    委員  山下 道俊 

委員  横山 智恵    委員  渡辺 和枝 

 

 

欠席者（委員） 

 委員  松井 千恵子 

 

 

事務局 

 篠﨑 雅一 （岩舟地域づくり推進課課長） 

 海老沼 剛志（岩舟地域づくり推進課副主幹兼係長） 

 落合 裕美子（岩舟地域づくり推進課副主幹） 

 

 

その他出席者等 

すみよいまちづくりの会「いわふね」  前田、秋本 

 静和まちづくり協議会         石塚、太田 

 小野寺ふれあい会           川島、寺内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 会議事項 

１．開 会 

２．あいさつ 

 （１）会長あいさつ 

 （２）実働組織紹介 

３．議 事 

 （１）【連絡事項（情報提供）：岩舟地域づくり推進課】 

    ・岩舟小学校自転車安全教室について 

（２）地域会議開催日程の変更（案）について 

 （３）地域課題の検討について 

 （４）その他 

４．連絡事項 

 （１）次回会議  ９月２４日（水）１９時から 

 （２）小野寺ふれあいフェスタ  ７月２６日（土）18時～20時 15分 

    サマーフェスタ㏌いわふね 2025  ８月９日（土）17時 30分～21時 

５．閉 会 

 

 

 

配布資料一覧 

  資料１     岩舟地域まちづくり実働組織事業計画（R7）概要 

資料２     R7.6/26（木）岩舟小学校自転車安全教室 

資料３     地域会議開催日程の変更（案）について 

資料№無し   サマーフェスタ㏌いわふね 2025 

資料№無し   小野寺ふれあいフェスタ チラシ 

資料№無し   地域課題検討シート（実動組織には記載例） 


